
現在、多くの印刷物で使われているインキのほとんどには、大気汚染の原因物質とされるVOC（揮発性有機化合
物）を発生させる石油系溶剤が含まれています。VOCの発生を抑えるため、石油系溶剤を植物油等の置き換え
１%未満としたのがノンVOCインキです。
さらに弊社で使用しているノンVOCインキは大豆油に代わる米ぬか油ベースであり、VOCを排出せず、石油資源
の抑制という点からもノンVOC・ライスインキは究極のインキといえるでしょう。

1993年に提供が始まった大豆油インキは、環境への関心の追い風を
受け、現在ほぼ一般化されてきました。しかし大豆などの農産物がバ
イオ燃料等へ転用される動きや、世界規模でのCO2削減の課題等、
環境面でも大きな変化が始まっています。
そこで、サンエー印刷は「輸送マイレージ」「地産地消」「バイオマス

の利活用」に着目した新たなタイプのインキを考え、インキメーカー
２社の協力のもとに開発・実用化に成功しました。日本を中心とした
アジア圏で生産される「米」、その米ぬか油を植物油に使用した、そ
の名も「ライスインキ」。新たな切り口としての環境配慮型インキが、印
刷と環境課題に新しい風を吹き込みました。

※サンエー印刷オリジナルのライスインキマーク（下記HPよりダウンロードして使用することができます）

人にも地球にもやさしい100％植物油インキ。限りある資源を守ります。

※サンエー印刷オリジナルの
　ノンVOCマーク

まったく新しいタイプの
環境配慮型インキを開発・実用化。
米ぬか油を使用した「ライスインキ」。

「フードマイレージ」とは、食べ物の重さと運ぶ距離を掛け合
わせたものです〔フードマイレージ=（食料の輸送量・重さt）
×（食料の輸送距離km）〕。産地から食卓まで運ぶ距離が長
いほど、燃料などのエネルギーや排気ガスなどのCO2の排出
が増え、地球温暖化が進むことになります。そこでフードマイ
レージを小さくするためにも、その地域で生産したものをそ
の地域で消費する「地産地消」という考えが生まれました。

： 輸送マイレージ比較
北米から大豆（または大豆油）を
船便だけで運んだ場合
　→大豆油インキ1kgあたり
　　CO2は31.2ｇ

（当社試算による）

ライスインキについての詳細は、ライスインキ・コンソーシアムHPをご覧ください。　https://www.riceink.jp/

インキについての詳細は、印刷インキ工業連合会公式HPをご覧ください。　https://www.ink-jpima.org/

■顔料　

■固形樹脂　

■石油系溶剤　

■大豆油・その他植物油

■米ぬか油・その他植物油
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富士フイルム窓口会社

富士フイルム製アルミ版の分別
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印刷版アルミニウムの
クローズドループリサイクルシステムで、
CO2を大幅に削減します。

一度印刷に使用された高純度（99.5％）のアルミ版は回収され再生さ
れていますが、その際に他の低純度のアルミと混合されてしまうの
で、高純度の印刷版には再生できません。そのために印刷版は常に
新たに精錬された地金から作られています。しかし新地金の精錬は
環境負荷が非常に大きく、再生地金の30倍近いCO2が排出されます。
そこで印刷会社、アルミニウム回収会社、合金メーカー、圧延メーカー
などと協力して、アルミ版だけを回収・再生し品質の低下を伴わずに
印刷版を製造する「クローズドループリサイクルシステム」を促進する

ことで環境負荷の大幅な低減を図ることが可能となります。
サンエー印刷では富士フイルム製アルミ版のP２Pリサイクルの取り組
みを2012年８月から開始、試行期間を経てクローズドループ運用が確
立されました。
当社の印刷物は、この効果で大きなCO2低減となっています。

「PLATE to PLATE」（以下Ｐ2Ｐ）リサイクルシステムとは経済産業省が推進する
「アルミニウムのProduct to Product」の具現化事業として、富士フイルム株式会
社が構築した「プレートのクローズドループリサイクルシステム」のことです。

日本国内を
300km鉄道輸送した場合
　→ライスインキ1kgあたり
　　CO2は1.2ｇ

「フードマイレージ」と「地産地消」

①CO2削減による温暖化防止
　　新地金1kgを精錬する際のCO2発生量　9.22kg - CO2

　　（参考：鉄は約1.2kg-CO2・銅は約0.8kg-CO2）
　　再生地金1kgを精錬する際のCO2発生量　0.31kg - CO2

　　　　　　　　　　　　　再生地金の負荷は新地金の3.3％
②資源の有効利用と廃棄物の削減
　　カスケードリサイクルを続けると使用できない純度の
　　アルミになり廃棄物となる
③アルミニウムの安定供給
　　新興国のアルミ需要増による新地金の不足と価格の
　　高騰が懸念

P2P システムの必要性

P２Pリサイクルによる再生印刷版の負荷は約53％削減*
サンエー印刷の年間アルミ版使用実績（R5年度）で換算すると
小台工場（枚葉印刷）で約219t - CO2の削減効果**
その他省エネ等を含め合計297t - CO2の削減量を自動車の
排気ガスで換算すると年間約129台分に相当***
*当社試算　　**メーカー計算による　　***林野庁HP資料より当社試算

アルミ回収会社

エフアール

クローズドループの流れ
PLATE to PLATE

サンエー印刷

合金メーカー

富士フイルム・吉田南工場

アルミ圧延メーカー

CO2 削減効果

弊社登録番号：P12H01013

P12H01013

297t-CO2 129台

資料提供/富士フイルム株式会社
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